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1 システム概要

LSPM 1.0/2.0 システムは、高速 RF パワーメータ、
5V/3A電源、USB 2.0ケーブルで構成されています。
LSPMキャリングケース内の USBメモリには Lumi-
loopソフトウェアパッケージと、メーカー校正データ、オプションで認定校正データが入っています。
LUMILOOP TCP Serverで、LSPM 1.0/2.0のUSB通信を処理します。LUMILOOP GUIおよび他社製EMCソフトウェアは、TCIP/IP接続を介して変換される
SCPIコマンドを使用して LUMILOOP TCP Serverにアクセスします。
2 ソフトウェアのインストール

1. USB メモリにある LUMILOOP_Installer.exeファイルを開き、インストール手順に従ってください。
2. 提供されたキャリブレーションデータを、TCP

Server と GUI をインストールした際に選択したディレクトリにコピーします。例：キャリブレーション データ ディレクトリが C:

\ProgramFiles(x86)\LUMILOOP\cal\lspm で
LSPM のシリアルナンバーが 42の場合、インストールメディアの 1v0sn42 / 2v0sn42 　と

いう名前のディレクトリを丸ごとコピーして　
cal\lspm　ディレクトリへ貼り付けてください。

3 システム・スタートアップ
1. 付属の電源アダプターを LSPM に接続します。
2. 付属の USB ケーブルを使用して、LSPM をコンピュータに接続します。
3. フロントパネルのスイッチを IにしてLSPMの電源を入れ、緑色の電源 LEDが点滅し始めるのを確認します。コンピュータがMicrosoft Windows

Updateにアクセスできる場合、USBドライバは自動的にインストールされます。そうでない場合は、PCのハードドライブからUSBドライバをインストールする必要があります。

4. Windows の [スタート] メニューから LUMI-
LOOP TCP Serverを起動し、緑色の電源 LEDが常時点灯していることを確認します。LUMI-
LOOP TCP Serverは、上に示すように、検出した校正 データセットのリストと、検出したすべての LSPM デバイスのリストを表示します。
この手順が失敗した場合は、LSPM ユーザー マニュアルのセクション 5.2を参照してください。

5. LUMILOOP TCP ServerはTCPポートを開く必要があるため、システムのファイアウォールからネットワークアクセスの許可を求められることがあります。LUMILOOP TCP Serverを実
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行するには、以下のようにアクセスを許可する必要があります。デフォルトのTCPポート番号は 10,001です。

4 LUMILOOPのGUI操作
LUMILOOP GUI ソフトウェアおよび TCP Serverは、すべての LSPM および LSProbe デバイスに使用できます。

1. Windowsのスタートメニューから LUMILOOP
GUIを起動します。

2. LSPMの動作温度がチェックされます。準備が完了すると "Temperature "LEDが消えます。GUIが RFパワーの値を表示しはじめることで適切な動作状態であることがわかります。

3. 下図のように、利用可能なすべてのチャンネルの RF パワー値が GUI に表示されます。設定されたモードと周波数に対する校正電力の最大値と最小値は、ウィンドウの右端に表示されます。

4. 正確な RF 電力測定のためには、「Freq.」入力フィールドを使用して周波数を指定する必要があります。値はヘルツ単位で入力されます。SI単位系のプレフィックスも使用できる場合があります。例:「1M」上に示すように、1MHzの場合。
5. 高度な機能を使用するには ‘Expert GUI’ボタンを使用します。
メモ欄

LUMILOOPデバイスを登録すると無償で 1年延長保証が受けられます。現在保証対象となっているすべての機器に適用されます。
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